
＜校務利用＞ ①〈総合的な探究の時間〉ディベートシナリオの作成

新潟県立国際情報高等学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A1

⑴Chat GPTで探究活動のための
ﾓﾃﾞﾙﾃﾞｨﾍﾞｰﾄｼﾅﾘｵを作成

・非常に手間のかかるｼﾅﾘｵ作成（この時は6,000字
分）を２時間程度で作成。

・ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽについて追質問することで、作成者の手によるﾁｪｯ
ｸをより簡潔に。

・一方で、専門性の高いﾌｧｸﾄﾁｪｯｸは困難。※生徒にはディ
ベート学習の第一歩として、ディベートの雰囲気を伝えるこ
とを目的すると説明。ﾊﾙｼﾈｰｼｮﾝの危険性についても言及。

成果と
課題



・作業の簡素化はもちろん、理解
の難しい「偏差値」について、順
序立てながら多面的な説明文を
作成することができた。

＜校務利用＞ ③手間のかかる文書作成を、最終確認まで含めて簡潔化する

新潟県立国際情報高等学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A２

⑵Chat GPTで
学年だよりを作成

・こちらの思考に先立って文書が生成されてしまう
ことで、従来の「学年だより」に反映できていた

“教師から保護者・生徒への思い”が、気づかぬ間に失わ
れてしまうのではないか。

・生徒保護者向け文書作成においては、“伝えたい思い”こ
そ重視しつつ、ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄの入力に当たる。
・活用範囲をさらに広げる。

課題と
今後

成果



＜教育利用＞ ① 〈理科（物理）〉音速測定実験による大量のデータ処理を生成AIで代行する

新潟県立国際情報高等学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B1

・音速の測定を通じ、音の速さについての理解度を高めたい。
・実験を通じ、データ処理の基本について、学ばせたい。

授業
構想

・音に反応して動作するストップウォッ
チアプリを用いてデータ（音が反応する
時間の差）を計測。

↓
・２年分のデータを蓄積。

↓
・ChatGPTを用い、約２００の
データから、
有効数字１ケタのもの、
外れ値、
エラー

を瞬時にすべて取り除くことができた。

ChatGPTで
大量のデータ
を処理

集計したデータは
そのままグラフ化

生成AIが、このような数値をある程度理解して
やりとりできるということに驚いた。教材研究、予備実験の
優秀な相棒になる可能性がある。

教員
の声



＜教育利用＞ ③ 〈国語〉小説の「その後」を創作、生成ＡＩに、想像力と実現可能性という観点で評価してもらう。

新潟県立国際情報高等学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B2

１ ⑴ 各班で「小説『美神』に登場する

主要人物、Ｒ博士の命が、あと１分あっ
たならばどうなるだろうか」というお題で、その１分間
について、作品のアフターストーリーを創作する（生
成ＡＩのサポートを受けるかは各自で選択する）。

⑵ 各班で創作した「小説『美神』のその後（一分
間）」について、生成ＡＩに、以下二つの観点から評
価してもらう。

①想像力 ②実現可能性

⑶ 生成ＡＩの評価を受け、それについて班内で意見
交換したり、より高い評価を得られるよう推敲したり
する。

⑷ Ｇｏｏｇｌｅスプレッドシート上で、他班の作品を鑑
賞。相互評価を行う。

授業の
流れ

生徒同士では、ともすれば互いに遠慮して予定調和的に、実りの少ないないものなってしまいがち
な批評活動が、生成ＡＩを批評者とすることで、隣の班の声が聞こえにくくなるほど活発に、そして忌憚な
く行われていた。何度も推敲を重ねてこだわり抜く姿が多く見られた。一方で、物語作りに熱中し過ぎて
しまい、当初計画していた授業目標そのものからは少しそれてしまったこと、そして、推敲を生成ＡＩが上手
く反映できない場面が見られたことなどが反省点として挙げられる。

①生徒A：Ｒ博士
はアフロディテ像
に仕返ししようと、
武器を手に取るん
じゃない？

②生徒Ｂ：面白い！
だけど、おじいちゃ
んのＲ博士が使う
武器って何？

③生成ＡＩ：…〈理
由〉…実現可能性は
…難しい部分があり
ます。

④生徒Ａ：たしか
になあ。でも、小説
なんだからこのく
らい起こってもお
かしくないでしょ！

⑤生徒Ｃ：でもさ、やっぱり
三島由紀夫（作者）はそん
な書き方しないんじゃない？

成果と
改善点

『美神』の最後、老体で車椅子に乗るＲ博士は亡くなってしまう。
死の瀬戸際、彼は、ある出来事からアフロディテ像に「裏切られ
た」と感じ、生涯執着したアフロディテ像への恨みを残し、何もで
きぬままに死んでしまう。



＜教育利用＞ ③ 〈国語〉小説の「その後」を創作、生成ＡＩに、想像力と実現可能性という観点で評価してもらう。

新潟県立国際情報高等学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B2

プロンプトの例 ＣｈａｔＧＰＴと創作した作品例

Ｃｈａｔ
ＧＰＴ
に
よる
批評
の例

※生徒たちはここに自分た
ちで創作した小説の「その
後」を入力し、生成ＡＩに貼
り付ける。

※非常に理知的で説得力
を持った評価が返ってくる。

生徒の反応は様々で、納
得させらて深くうなずく生
徒たちがいる一方、本文別
の箇所の記述や小説とい
う表現形態の自由度を理
由に挙げ、躍起になって
ChatGPTを説得しようと
する生徒も複数いた。
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